
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年 ５月１７日 

学校名  福井市至民中学校    

校長氏名   小林 真由美   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 地域と連携し、清掃美化活動やリサイクルに努めます。 

② 資源の有限性について学習し、ものを大切にする心・エコロジー意識を養います。 

③ 校内の花壇やプランターに植物を植え、緑化に努めます。 

 

２ 取組内容 

① 地域と連携して資源回収、清掃活動 

・古紙の回収をＰＴＡや地域の方と連携して実施します。 

② ものを大切にする心・エコロジー意識の育成 

・全教科を通して、資源の有限性についての学習をし、ものを大切にする心を身につ

けます。 

・学校全体で、ごみの分別を徹底させ、減量化に努めます。 

・環境委員が中心となって、エコ啓発活動を行い、学校全体のエコロジー意識を高め

ます。 

③ 環境学習 

・校舎敷地内の美化活動を通して、生命や自然の大切さを学びます。 

・校外学習を通し、地域の自然環境について学ぶ環境教育を推進します。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

②について、環境委員が中心となって、学校の現状から「自分たちができるエコ活動」に

ついて考え、全校生徒で実践することにより、地域･学校の一員としての所属感を高める。 

（協力･主体性）  



様式第２号                                                  （提出日）令和２年 １月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市至民中学校 （学校の写真又はイラスト） 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①地域と連携し、清掃美化活動やリサイクルに努めます。 

②資源の有限性について学習し、ものを大切にする心・エコロ

ジー意識を養います。 

③校内の花壇やプランターに植物を植え、緑化に努めます。 

２ 取組内容 

① 地域と連携して資源回収、清掃活動 

・古紙の回収をＰＴＡや地域の方と連携して実施しました。 

・夏休みの奉仕作業では、ボランティアの生徒と保護者が窓ふきを中心に校舎内を清掃しま

した。 

・地域で行われた「親子クリーン作戦」に参加し、地区のごみ拾いをしました。 

   

ＰＴＡによる資源回収（年２回）   夏休みの親子奉仕作業      クリーン作戦 

 

② ものを大切にする心・エコロジー意識の育成 

・道徳、総合的な学習の時間を中心に教科を通して、資源の有限性についての学習をしまし 

た。 

・環境委員が中心となって、ごみの分別のポスターを作り（写真１）、各クラスで呼びかけを 

し、エコ啓発活動を行いました。 

・リサイクルボックスを各教室に設置したり（写真２）、給食のごみ入れに不要になった 

プリントを再利用したりして、不要になったものを有効活用することを心がけています。

          

生徒が作ったごみ分別の表示ポスター（写真１）   リサイクルボックス（写真２） 

 



 

③ 環境学習 

・科学情報部と理科教員を中心に、花壇に、ひまわりや野菜を育て、生命や自然の大切さを

学びました。 

・田植え・稲刈り体験を通し、地域の自然環境について学ぶ環境教育を推進しました。感想

では「僕は今まで田植えをしたことがなくてお米を食べられるのが、当たり前だと思って

いました。今回の体験で田植えの大変さとお米を食べられるありがたみが、よく分かりま

した。」という生徒の感想も見られました。 

   

                田植え・稲刈りの様子 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 ②について、環境委員が中心となって、学校の現状から「自分たちができるエコ活動」に

ついて考え、呼びかけなどの活動を通して、全校生徒で実践することにより、環境を大切に

することの大切さを実感することができました。（協力･主体性）  

３ 
見
直
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 【具体的効果】 

①夏休みの奉仕作業は、ボランティアを募ったところ、多くの生徒が参加しました。

ＰＴＡの方々と協力し、積極的に取り組む生徒の姿が見られました。資源回収やク

リーン活動にも自主的に参加するなど、美しい環境づくりを目指す意識を高めるこ

とができました。 

②ごみの分別が曖昧になっているという生徒たちの反省から、ポスターづくりや各ク

ラスへの呼びかけを通して、環境や校舎の美化のために自分たちにできる活動を考

え、行動することができました。 

③花壇づくりや栽培活動を通して、自然環境や生命の大切さを実感し、協力して行動

していこうとする心が育ってきました。 

【改善点】 

・生徒の環境に対する興味・関心が高められ、さらに自主的な行動が増えるように、

各教科・領域でどんな学習や活動ができるかを検討し、計画的に学ぶ機会を増やし

ていきたい。 

・学校での取り組みを保護者や地域の方にも今まで以上に広めて、家庭や地域の環境

に対する意識を高めていきたい。 


